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み
や
ぎ
観
光
創
造
県
民
条
例

　

宮
城
県
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
る
特
別
名
勝
松
島
で
知
ら
れ
、
西
に
は
蔵
王
・
栗
駒
の
山
並
み
に
象
徴
さ
れ
る

奥
羽
山
脈
、
東
に
は
三
陸
の
海
が
広
が
り
、
四
季
の
彩
り
が
美
し
い
県
土
を
有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
各
地
は
特
色
の
あ
る
温
泉
地
や
歴
史
遺
産
、
そ
し
て
四
季
折
々
の
食
材
等
、
訪
れ
る
人
々
に
く
つ
ろ
ぎ

や
安
ら
ぎ
を
提
供
で
き
る
豊
か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
加
え
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
市
民
活
動
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や

産
業
観
光
の
展
開
等
新
し
い
魅
力
に
も
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

観
光
は
、
訪
れ
る
人
々
と
の
交
流
や
相
互
理
解
を
通
し
、
平
和
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
歴

史
、
文
化
等
へ
理
解
を
深
め
、
人
々
の
生
活
に
生
き
が
い
や
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
は
、
経

済
的
に
も
関
連
す
る
産
業
の
裾
野
が
広
く
、
多
く
の
分
野
に
効
果
を
も
た
ら
す
総
合
産
業
で
あ
り
、
観
光
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
等
に
よ
っ
て
産
業
や
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
富
県
宮
城
共
創
の

基
幹
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
今
後
、
本
県
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
け
る
観
光
の
現
状
は
、
立
地
の
優
位
性
や
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
切
れ
て
お
ら
ず
、

人
口
減
少
、
情
報
化
の
進
展
や
旅
行
の
形
態
の
多
様
化
な
ど
観
光
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
が
変
化
す
る
中
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
着
地
型
観
光
の
推
進
等
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
観
光
分
野
の
開
拓
の
ほ
か
、
交
通
ア
ク

セ
ス
、
情
報
発
信
、
お
も
て
な
し
向
上
等
の
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
県
は
、
広
域
連
携
を
視
野
に
東
北
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、
観

光
が
名
実
と
も
に
本
県
経
済
を
牽
引
す
る
産
業
と
な
る
よ
う
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
県
の
有
す
る
豊
か
な
地

域
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
の
形
成
を
積
極
的
に
進
め
、
観
光
を
起
点
に
、
県
民
の
誰
も
が
郷
土
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
豊
か
な
生
活
が
享
受
で
き
、
活
力
の
み
な
ぎ
る
地
域
の
将
来
像
を
つ
く
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

世
界
的
な
大
交
流
時
代
を
迎
え
て
い
る
今
、
私
た
ち
宮
城
県
民
は
、
一
人
一
人
が
観
光
振
興
へ
の
参
加
と
協
働
を
通

じ
て
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
訪
れ
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
な
潤
い
と
安
ら
ぎ
、
そ
し
て
、
お
も
て
な
し
の

心
に
満
ち
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
の
創
造
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
決
意
し
、

本
条
例
を
制
定
す
る
。

　

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
、
県
民
、
観
光
事
業
者

及
び
観
光
関
係
団
体
の
役
割
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
方
針
等
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
、
も
っ
て
、
本
県
経
済
の
持
続
的
な

発
展
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
及
び
県
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

観
光
事
業
者　

旅
行
業
者
、
宿
泊
業
者
、
飲
食
業
者
、
公
共
交
通
事
業
者
そ
の
他
の
観
光
に
関
す
る
事
業
を
営

む
者
を
い
う
。

二　

観
光
関
係
団
体　

観
光
事
業
者
で
組
織
さ
れ
る
団
体
並
び
に
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
観
光
事
業
者
及
び
行
政

機
関
で
組
織
さ
れ
る
団
体
を
い
う
。

三　

県
民
等　

県
民
、
観
光
事
業
者
、
観
光
関
係
団
体
そ
の
他
の
地
域
社
会
を
構
成
す
る
者
を
い
う
。　
　

四　

県
民
総
参
加　

県
民
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
、
か
つ
、
相
互
に
連
携
協
力
し
な
が
ら
参
加
す
る
こ
と
を
い

う
。

　

（
基
本
理
念
）

第
三
条　

観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
の
た
め
の
取
組
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一　

観
光
振
興
に
関
す
る
県
民
等
の
主
体
的
な
参
加
及
び
取
組
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
県
民
等
、
県
及
び
市
町
村

が
一
体
と
な
り
、
本
県
を
訪
れ
る
人
々
に
笑
顔
と
温
か
さ
で
接
す
る
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
観
光
客
の
誘
致

等
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
県
民
が
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
る
地
域
社
会
の
形
成
及
び
潤
い
の
あ
る
県
民
生
活
の
た
め
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に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。

二　

観
光
振
興
の
た
め
の
取
組
に
お
い
て
は
、
交
通
網
の
発
達
等
に
よ
る
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
行
動
範
囲
の
拡

大
を
踏
ま
え
て
、
市
町
村
、
近
隣
の
県
等
と
の
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
取
組
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
。

三　

観
光
は
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
幅
広
く
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
総
合
産
業
で

あ
っ
て
、
本
県
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。

四　

観
光
振
興
が
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
雇
用
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。

五　

恵
ま
れ
た
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
景
観
、
食
、
温
泉
等
の
地
域
の
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
認
識
し
、
そ
の
情
報
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
、
活
用
等
に
よ
り
観
光
客
一
人
一
人
の
満
足
度
を
高
め
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
。

六　

地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
等
に
培
わ
れ
た
お
も
て
な
し
の
心
を
育
み
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
及
び
外
国
人
を

は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
観
光
客
が
、
安
心
し
て
快
適
に
観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

七　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
等
に
お
い
て
、
仙
台
空
港
、
特
定
重
要
港
湾
仙
台
塩
釜
港
等
を
有
す
る
本
県
が
、
東
北

地
方
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
の
重
要
性
に
配
慮
す
る
こ
と
。

八　

地
域
の
生
活
環
境
の
美
化
、
自
然
環
境
の
保
全
並
び
に
良
好
な
景
観
の
保
全
及
び
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
。

　

（
県
の
責
務
）

第
四
条　

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
観
光
振
興
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

県
は
、
県
民
等
が
観
光
の
振
興
に
関
す
る
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
の
提
供
を
行
い
、
県
民

等
の
取
組
に
対
し
、
必
要
な
支
援
及
び
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
市
町
村
と
の
連
携
協
力
）

第
五
条　

県
は
、
市
町
村
が
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、
観
光
振
興
に
関
す
る
計
画
の

策
定
そ
の
他
の
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
と
連
携
協
力
し
て
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
近
隣
の
県
等
と
の
連
携
協
力
）

第
六
条　

県
は
、
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
近
隣
の
県
そ
の
他
の
地
方
公
共
団
体
と
連

携
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
県
民
の
役
割
）

第
七
条　

県
民
は
、
そ
の
一
人
一
人
が
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
の
意
義
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
に
お
け
る

観
光
振
興
の
取
組
に
参
画
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

県
民
は
、
そ
の
一
人
一
人
が
、
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
、
観
光
客
を
温
か
く
迎
え
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

　

（
観
光
事
業
者
の
役
割
）

第
八
条　

観
光
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
観
光
客
に
対
し
快
適
な
環
境
及
び
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
他
の
産
業
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

２　

観
光
事
業
者
は
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

　

（
観
光
関
係
団
体
の
役
割
）

第
九
条　

観
光
関
係
団
体
は
、
他
の
観
光
関
係
団
体
と
相
互
に
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
観
光
に
関
す
る

情
報
の
発
信
、
観
光
客
の
誘
致
、
観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整
備
に
取
り

組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

観
光
関
係
団
体
は
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

　

（
観
光
客
と
の
交
流
の
拡
大
等
）

第
十
条　

県
は
、
観
光
客
と
県
民
と
の
触
れ
合
い
及
び
交
流
の
拡
大
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
観
光

客
に
対
し
、
本
県
の
観
光
資
源
の
保
全
及
び
創
造
を
図
る
た
め
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
施
策
の
基
本
方
針
）

第
十
一
条　

県
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す

る
。

一　

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
づ
く
り
、お
も
て
な
し
の
心
の
向
上
等
の
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
の
た
め
の
取
組
を
、

会
議
の
設
置
等
県
民
総
参
加
に
よ
る
運
動
と
し
て
進
め
る
こ
と
。

二　
 
恵
ま
れ
た
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
景
観
、
食
、
温
泉
そ
の
他
の
観
光
資
源
の
保
全
、
創
造
及
び
活
用
の
取
組
へ

の
支
援
及
び
促
進
を
図
り
、
国
際
競
争
力
及
び
国
内
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
を
図
る
こ
と
。

三　

観
光
に
関
す
る
施
設
の
整
備
、
道
路
の
整
備
、
交
通
機
能
の
充
実
そ
の
他
の
観
光
に
関
す
る
社
会
基
盤
の
整
備

を
促
進
す
る
こ
と
。

四　

観
光
事
業
者
へ
の
必
要
な
情
報
提
供
等
の
支
援
、
観
光
事
業
者
相
互
の
連
携
及
び
観
光
事
業
者
と
産
業
観
光
な

ど
地
域
産
業
と
の
連
携
の
促
進
等
に
よ
り
観
光
産
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
事
業
者
の
育
成
及
び

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

五　

観
光
事
業
に
従
事
す
る
者
等
の
知
識
及
び
能
力
の
向
上
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
そ
の
他
の
観
光
振
興
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に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
。

六　

大
学
等
が
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
等
の
た
め
に
実
施
す
る
教
育
活
動
へ
協
力
す
る
こ
と
。

七　

外
国
人
観
光
客
の
受
入
環
境
の
整
備
、
市
町
村
、
近
隣
の
県
等
と
の
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
取
組
そ
の
他
の
多

様
な
誘
客
活
動
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
国
際
観
光
の
振
興
及

び
国
際
相
互
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
。

八　

多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
国
内
外
へ
の
戦
略
的
な
観
光
情
報
の
発
信
そ
の
他
の
情
報
発
信
の
充
実
の
た
め
に
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

九　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
更
な
る
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
新
し
い
観
光
分
野
の
開
拓
、
会
議
、
展
示
会
、
映
画
撮
影
等
の
誘
致
及
び
観
光

客
の
受
入
態
勢
の
整
備
等
の
取
組
を
充
実
す
る
こ
と
。

十　

県
民
等
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
食
、
文
化
、
音
楽
、
芸
術
等
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

十
一　

高
齢
者
、
障
が
い
者
及
び
外
国
人
を
は
じ
め
す
べ
て
の
観
光
客
が
安
全
に
、
安
心
し
て
、
快
適
に
観
光
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
態
勢
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

十
二　

観
光
地
に
お
け
る
生
活
環
境
の
美
化
並
び
に
良
好
な
景
観
の
保
全
及
び
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

十
三　

県
民
総
参
加
に
よ
る
観
光
振
興
に
取
り
組
む
意
識
を
高
め
る
た
め
、
観
光
に
関
す
る
広
報
活
動
、
教
育
活
動

等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

（
基
本
計
画
）

第
十
二
条　

知
事
は
、
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
戦
略
的
か
つ
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
を
図

る
た
め
、
前
条
に
掲
げ
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
観
光
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い

う
。）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
、
県
民
等
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
宮
城
県
産
業
振
興
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

知
事
は
、
毎
年
度
、
基
本
計
画
の
実
施
状
況
を
検
証
し
、
こ
れ
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

（
調
査
及
び
分
析
）

第
十
三
条　

知
事
は
、
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
効
果
的
に
推
進
し
、
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
、
統
計
調

査
そ
の
他
の
必
要
な
調
査
及
び
そ
の
分
析
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
観
光
週
間
）

第
十
四
条　

知
事
は
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
に
向
け
て
の
県
民
総
参
加
の
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、
観
光
週

間
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２　

観
光
週
間
は
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
に
向
け
て
の
取
組
の
実
施
状
況
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
表
彰
等
）

第
十
五
条　

知
事
は
、
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現
に
関
し
て
特
に
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
県
民
等
に
対
し
、
表
彰

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　

（
推
進
体
制
の
整
備
等
）

第
十
六
条　

県
は
、
観
光
振
興
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
財
政
上
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
策
定
さ
れ
て
い
る
み
や
ぎ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
（
政
策
及
び
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を

定
め
た
部
分
に
限
る
。）
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
基
本
計
画
と
す
る
。
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